
J
イ
シ
サ

. 

聞
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
加
到
郡
の
野
間
制
批
が
あ

り
得
ょ
う
筈
は
な
い
。
今
玉
鉾
に
野
間
耐
枇
の
あ
る

の
は
、
も
と
玉
鉾
前
枇
と
い
う
た
の
を
明
治
十
四
年

に
改
稿
し
た
の
で
、
大
日
本
史
の
設
に
鋭
っ
た
も
の

で
あ
ら
う
。
朝
野
前
栽
股
和
五
年
六
且
十
目
前
抵
官

卜
交
に
、
『
坐
ニ
加
賀
附
-
官
生
石
部
制
野
間
制
多
太

制
云
々
』
と
見
え
る
が
、
こ
れ
は
耐
祉
の
防
在
を
定

め
る
に
何
の
用
に
も
立
た
ぬ
。

ノ
マ
チ

野
町

金
保
の
町
名
で
、
総
政
中
は
木

町
の
一
で
あ
っ
た
。
萄
慨
に
、
往
昔
此
の
附
近
は
郊

外
の
腿
野
で
、
泉
野
と
稿
す
る
松
原
で
あ
っ
た
が
、

市
街
の
漸
〈
取
舵
め
ら
れ
た
時
に
岡
地
と
な
り
、
巾抗

野
町
と
総
し
た
の
を
、
後
に
略
構
し
て
野
町
と
呼
ぶ

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
と
い
ふ
。

ノ
マ
チ
シ
ン
メ
イ
グ
ウ

野
町
紳
明
宮

」
イ
ヅ

ミ
ノ
ジ

y
ジ
ヤ
泉
野
訓
制
。

ノ
マ
チ
フ
キ
ヤ

野
町
吹
屋

金
郡
石
援
奥
力
聞

の
盛
田
問
に
在
っ
て
、
石
川
郡
泉
村
の
地
内
で
あ
っ

た
。
鉛
物
師
村
山
四
郎
兵
衛
は
野
町
五
丁
目
に
位
し

て
、
鎚
這
揚
を
の
み
こ
L
に
置
い
た
が
、
後
鹿
宅
を

も
判
じ
、
間
人
は
そ
れ
を
野
町
吹
屋
と
い
う
た
。

ノ
マ
チ
ヨ
リ
キ
マ
チ

野
町
奥
力
町

カ
ヨ
リ
キ
マ
チ
石
坂
奥
力
町
。

J
Z

能
美

u

h
y

能
祭
郡
徳
締
郷
に
邸
す
る

部
町
柄
。
緩
帯
編
に
、『
能
美
村
。
此
の
村
に
古
へ
本
願

寺
の
一
族
定
地
訪
と
い
ふ
入
居
住
の
よ
し
。
共
産
政

跡
あ
り
。
共
子
孫
小
必
勅
邸
寺
な
り
と
い
ふ
。
』
と
あ

る
。
定
地
坊
と
あ
る
は
超
勝
寺
巧
避
で
あ
る
。
』
カ

ソ
キ
ジ
問
問
削
寺
ハ
能
嘩
{
)
。

J
Z
Z
ヌ
守
主
イ
ジ
キ
キ
ガ
キ

能
美
江
沼
退
治

問
番
一
問
問
。
大
翠
寺

・
浅
井
畷
二
役
の
こ
と
を
、・

古
老
の
併
話
に
よ
っ
て
問
自
き
し
た
も
の
と
い
ひ
、

江
泊
志
稿
に
も
引
用
し
て
あ
る
。

ノ
マ
ーー
ノ
ム

J
Z
9
h
m
Z

能
美
九
谷
天
保
中
か
ら
能
業
部

内
に
入
附
駅
間
・小
野
明
日
・恕
代
寺
山
田
川
・再
興
若
H
O
臨一
・佐

野
窯
等
約
々
と
し
て
起

b
、
そ
の
製
作
に
係
る
磁
器

を
総
抑
制
し
て
能
美
九
谷
と
椋
す
る
。
何
れ
も
市
若
杉

黙
の
系
統
を
引
〈
も
の
で
、
手
法
問
一
で
あ
る
。

ノ
ミ
ゴ
ウ

野
身
銅
能
楽
部
の
古
郷
名
で
、
和

名
抄
に
、『
野
身
、
乃
決
』
と
あ
る
。
後
問
能
史
料
が

あ
っ
て
徳
橋
郷
中
に
印
す
る
。

J
Z
ゴ
ホ
リ

能
美
郡
弘
「
千
四
年
六
且
四
日

加
賀
凶
江
沼
郡
管
郷
十
三
瞬
間
の
巾
、
抗
郷
二
慨
を

削
い
て
能
安
部
と
し
た
。
郡
名
は
野
身
郷
か
ら
採
っ

た
の
で
あ
ら
う
。
類
名
に
凶
鱗
・安
強
・肥
前
の
能
業

部
、
錨
柿
悼
の
抽
出
隊
郷
、畑
山
前
の
能
柴
郷
な
ど
が
あ
る
。

日
本
地
迎
志
料
民
、
お
し
野
見
宿
副
闘
の
簡
係
の
居

る
開
山
歎
と
い
っ
た
の
は
、
滋
同
叫
の
械
が
あ
る
。
一
間
畿

は
、
肥
前
風
土
肥
に
叩
郎
を
削
じ
て
ノ
ミ
と
あ
る
を

参
考
す
べ
き
で
あ
る
。
部
名
の
所
見
は
、
承
和
四
年

十

一
月
紀
に
能
築
制
人
財
部
活
綴
麻
呂
が
あ
り
、
天

路
四
年
の
東
大
寺
目
録
に
能
築
制
怖
症
班
の
あ
る
な

ど
が
古
い
。

J

Z
ゴ
ホ
リ
ダ
イ
カ
ン

能
美
郡
代
官

町
文
七

年
匹
間
半
平
、
九
年
前
凹
市
永
一
が
能
築
制
御
代
官
に

命
ぜ
ら
れ
た
が
、そ
の
後
の
こ
と
は
明
ら
か
で
な
い
。

初
め
民
渉
不
定
で
あ
っ
た
が
、
苧
保
十
年
か
ら
六
人

に
な
っ
た
。
十
一
年
長
問
兵
助
の
命
ぜ
ら
れ
た
の
は

小
松
御
山
内
廻
か
ら
出
た
初
で
あ
ら
う
。
後
附
六
人
の

申
-
一
人
は
小
松
御
山
内
廻
か
ら
勤
め
る
こ
と
に
な
っ

た。

文
前
杷
の
外
に
新
聞
の
地
で
矢
間
野
九
今
村
と
い
ふ

も
の
が
あ
り
、
大
分
校
と
小
分
校
と
は
明
治
以
後
合

併
し
て
分
校
と
な
っ
た
。

ノ
ミ
シ
ョ
ウ

能
美
庄

能
楽
部
に
在
っ
た
。
加
盟

久
か
ら
邸
永
に
去
る
間
後
白
河
院
長
制
滋
領
が
あ
っ

た
が
、
元
郎
元
年
の
注
迭
に
は
日
吉
一位
領
で
毘
沙
門

獄
内
大
駅
前
正
閉
山
知
行
と
あ
り
、
成
正
の
頃
ま
で
路

沙
門
常
顕
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
釦
家
で
あ
ら
う
。
そ

の
地
開
取
に
就
い
て
は
、
石
比
例
水
文
部
建
武
=
一
年
六

対
六
日
抄
一
帰
省

mm引
の
判
自
に
、
『
許
容
八
脇
宮
、

可
被
問
中
間
百
領
加
賀
凶
能
美
陀
地
開
臓
事
。
』
と
見
え
る

も
の
が
あ
る
。

ノ
ミ
ハ
チ
マ
ン
ジ
ン
ジ
ヤ

能
美
八
幡
紳
目
前
能

築
制
八
幡
に
在
る
。
式
内
等
一
位
枇
杷
に
、『
能
楽
入
隅

訓
制
。
能
祭
庄
八
稲
村
銀
座
。
抽
出
削
官
官
。
佐
古
能
喪

庇
石
消
水
節
也
。
般
助
制
-E
。
』
白
山
杷
に
、
『
凶
之

八
社
務
云
々
八
脈
制
』
白
山
記
放
穏
に
、
『
按
ず
る
に

能
祭
仰
に
能
祭
料
あ
れ
ど
も
白
山
の
小
嗣
あ
る
の
み

な
り
。
叉
能
裳
村
近
也
八
師
自
に
入
帽
宮
あ
り
。
佐

古
は
副
官
社
的
も
あ
っ
て
大
副
な
b
と
一
古
俗
ふ
れ
ど

も
、
巾
市
袋
顕
し
て
小
耐
を
存
す
る
の
み
な
る
に
依

り
て
、
部
記
も
な
く
考
ふ
る
に
闘
な
し
。
貸
永
誌
・

能
美
名
制
志
に
、
入
稲
村
に
清
水
寺
の
阪
地
あ
る
同

級
せ
た
れ
ば
、
阿
川
水
寺
は
入
怖
の
枇
仙
川
た
る
寺
跡
な

ら
ん
か
。
』
な
ど
L
あ
る
。
今
は
山
中
に
入
怖
創
世
と
冊
制

す
る
。ノ

ミ
ハ
ツ
ケ
イ

能
美
八
最
能
業
部
内
に
於
け

る
八
伐
を
選
ん
で
、
源
開
暗
夜
雨
・
金
山
秩
且
・小
訟
閉

鎖
・安
宅
協
机
・木
場
晩
臥
・
今
江
タ
問
・
鐙
谷
慈
雲
・

存
柳
wm
脈
を
之
に
治
て
、
騒
申
告
の
府
組
と
し
た
。

J
Z
Z
チ

能
美
道
能
楽
部
寺
引
か
ら
若
杉
に

在
る

m約
六
粁
を
能
安
道
と
い
う
た
。
そ
の
中
間
掛

川
線
の
能
楽
村
に
品
川
渡
が
あ
っ
た
。

ノ
ミ
ザ
カ
ヒ

能
美
境
江
沼
却
で
は
郷
庄
名
を

失
う
た
か
ら
、
総
政
時
代
に
か
う
し
た
邸
側
を
用
ひ

た
。
能
楽
境
に
は
宮
探
・八
日
市
・励
橋
・打
越
下
製

法
・林
・戸
津
・
湯
上
・
荒
屋
・
=
ッ
梨
・
箱
宮
・
大
分
校
・

小
分
校
・松
山
・同
制
列
の
十
五
ヶ
村
が
含
ま
れ
て
ゐ
た
。

圃

J
Z
メ
イ
セ
キ
シ

能
美
名
霞
志
一

加
。
城
跡
・

柄引拡
・側
聞
・殺
事
と
次
第
し
、
能
楽
一
部
の
新
村

ω

に
侮
承
す
る
儲
』
略
瓜
碑
を
宗
と
し
、
傍
ら
考
案
を
附

記
し
て
あ
る
。
序
訟
共
に
無
い
。

ノ
ム
ラ
エ
ン
ベ
イ

野
村
岡
卒

沼
郡
榊
次
右
衛
門
、

昼
間
出
叉
は
栖
径
と
蹴
し
、
天
明
四
年
金
慨
に
生
ま
れ

た
。
家
附
々
八
問
屋
と
都
し
、
日
制
聞
を
捻
と
し
、

集
ね
て
諮
遣
を
密
み
、
後
山
県
副
酬
と
な
っ
た
。
間
平

m

を
好
み
、
時
賦
に
耽
り
、
翻
に
参
し、

諮
附
・
mmヰ
・

和
敬
・茶
湯
・附
廷
の
結
伎
に
辺
じ
た
。
子
な
〈
、
年

四
十
に
し
て
家
を
弟
に
鋭
り
、
問
夜
掛
川
叫
州
、
狂
勲
愈

長
じ
て
一
笠
一
同
宜
野
〈
錆
を
海
内
に
曳
き
、
到
ろ
山
同

名
家
の
門
を
叩
い
て
明
酬
そ
求
め
た
が
、
問
客
の
金

制
仲
に
来
る
も
の
も
必
ず
四
平
の
mhを
紛
う
た
。
判
て

太
平
促

・
日
本
外
皮
を
飽
ん
で
感
ず
る
所
あ
り
、
安

政
百
年
空
翠
縦
揺
二
容
そ
若
し
、
同
聞
の
締
結
と
之

が
撲
殺
の
必
要
を
論
じ
た
。
然
る
に
田
山
富
そ
の
設
を

迷
妄
な
り
と
し
、
設
六
年
三
且
三
日
命
じ
て
原
桜
を

波
牧
し
た
が
、
間
平
は
幸
に
"
対
の
老
隠

・
市
市
民
と
制

識
る
を
以
て
罪
を
売
れ
る
こ
と
を
得
た
o
一
苅
治
元
年

十
二
且
間
平
、

鉱
留
久
保
三
柳
の
加
俸
の
説
宴
に
列

し
、
郎
途
石
黒
千
部
の
邸
に
去
っ
て
悲
を
間
一
み
、
卒

倒
し
て
後
人
事
を
省
み
ず
、
陸
郎
元
年
正
且
二
日
夜

し
た
。
平
年
八
十
-
一
。
後
大
正
十
三
年
二
且
十
一
日

正
五
位
を
追
贈
せ
ら
れ
た
。
空
間
部
隊
開
制
定
器
時
紗
・

梅
花
百
組
等
が
あ
る
。

ノ
ム
ラ
コ
エ
モ
ン

野
村
小
右
衛
門

前
間
利
治

の
時
、
銃
卒
二
十
只
を
附
せ
ら
れ
、
大
坂
繭
役
に
従

軍
し
、
後
役
に
は
町
ロ
で
首

一
つ
を
得
、
線
千
石
に

奈
っ
た
。
覧
永
八
年
前
凶
利
次
の
仰
と
た
り
、
子
孫

宮
山
滞
に
悦
附
出
し
た
。

ノ
ム
ラ
ザ
ダ
ス
ケ

野
村
貞
副

逝
稽
新
左
衛
門
。

卒
保
十
四
年
父
五
左
衛
門
の
配
分
知
百
石
を
得
、
後

六
六
五


